
産業イノベーション人材育成等に資する高等学校教育改革促進事業～宮崎県モデル～

現
状

目
標

産業の担い手不足
地域経済の縮小

県外流出
人口減少

54.2(2020年)⇒41.3(2040年) 23.8%減 R7県内就職率62.4%(全国45位)

オールみやざき体制
持続可能な宮崎モデルの確立県内にバランスよく拠点を配置

産学官連携による人材育成

未来を切り拓く心豊かで
たくましい宮崎の人づくり
(県教育振興基本計画スローガン）

単位(万人)

別紙

○文理情報科への学科改編と探究科目の新設、地元企業・大学と連携した伴走型指導、グローバル姉妹校との
共同研究、科学英語による国際的発表の実施

○4つの機能別スタジオ（フード・製造/情報・バイオ・材料工学）を備えた共創拠点の設置

～文理を融合し、社会変革を牽引する理系人材を育成～②宮崎大宮高等学校

～科学的根拠に基づいて、農業の最適化と高付加価値化を実現できる人材を育成～

○スマート農業や食品製造を実習するデータ駆動型教育、学科横断によるフードチェーン全体の俯瞰的学習、
産学官連携による実社会の課題解決型探究の実施

○環境制御型温室、HACCP対応の食品工場、土壌成分分析等を行う研究用ラボの設置

①都城農業高等学校
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